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大
好
評
！ 

商
大
バ
ス
ケ
教
室�

一
流
選
手
に
触
れ
、大
き
く
成
長�

　
六
月
二
十
五
日（
土
）日
本
最
高
峰
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
で
あ
る
Ｊ
Ｂ
Ｌ（Japan B

asketball�

League

）の
選
手
六
名
及
び
東
京
厚
生
年
金
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
か
ら
大
野
伸
仁
コ
ー
チ
を
招
き
、

高
校
生
・
大
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。（
於
／
本
学
体
育
館
）�

　
今
年
岡
山
で
開
催
さ
れ
る
国
体
に
向
け
、強
化
が
進
む
岡
山
県
勢
を
支
援
す
る
こ
と
、そ
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
本
学
が
招
い
た
も
の
で
、全
日
本
総
合
選
手
権
四
連
覇
中
の
強
豪
ア
イ
シ
ン
ホ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
で
全

日
本
候
補
の
納
谷
幸
二
選
手
、小
宮
邦
夫
選
手
な
ど
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。�

　
午
前
中
は
本
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
及
び
岡
山
県
少
年
男
子
の
国
体
代

表
候
補
選
手
と
の
交
流
ゲ
ー
ム
。午
後
か
ら
は
百
数
十
名
が
参
加
し
て
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
行
な
わ
れ
、技

術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、バ
ス
ケ
ッ
ト
に
対
す
る
心
構
え
な
ど
、身
心
両
面
か
ら
の
指
導
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。参
加

者
は
一
流
選
手
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
動
き
に
圧
倒
さ
れ
た
よ
う
で
、そ
の
全
て
を
吸
収
し
よ
う
と
食
い
入
る
よ
う
な
目
で

選
手
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。�

　
一
流
の
選
手
に
直
接
触
れ
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
大
き
く
成
長
す
る
契
機
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。今
回

の
教
室
で
は
技
術
面
で
の
上
達
だ
け
で
は
な
く
、も
っ
と
大
き
な
も
の
を
参
加
者
は
掴
ん
だ
よ
う
で
し
た
。�
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エッセー数珠つなぎ�

●観光プレゼンテーションコンテストを開催　商学科�
●公開公務員講座を開催　法学部�
●法学部開設記念講演会を聴いて�
　法学部教授 九鬼一人�

●中四国で五連覇　柔道部�
●岡山の歴史巡る  留学生視察研修会�
●大学祭にかける実行本部委員長の思い�
●サークル紹介　軟式野球部�

●「旅に出よう！」経済学部 講師 森元早苗�

●「簿記検定」への道�

小特集�
資格への道のり　その３�

就職便り�
●内定率　昨年同期よりアップ�

熱心に指導するアイシン納谷選手�
（写真右）�

ＪＢＬの�
選手を�
招いて�

　
今
秋
、地
元
岡
山
で
開
催
さ
れ
る
「
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
秋
季
大
会
に
、

柔
道
部
の
尾
　
栄
子
さ
ん（
商
四
）が
成

年
女
子 

団
体
の
部
に
出
場
し
ま
す
。�

　
十
月
二
十
三
日（
日
）〜
二
十
六
日（
水
）

に
津
山
市
の
津
山
東
体
育
館
で
行
な
わ

れ
る
柔
道
競
技
、岡
山
県
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、頂
点
を
目
指
し
て
試

合
に
臨
み
ま
す
。み
な
さ
ん
ご
声
援
を
！�

�

成年女子�
団体�

全
国
で
着
実
に
躍
進
！�

初
の
決
勝
リ
ー
グ
進
出�

　
八
月
四
日（
木
）〜
七
日（
日
）横
浜
文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
七
十
五
回
全
日
本
大
学
対
抗
卓
球
選
手
権
大
会
」
男
子
団
体
戦
で
、
卓
球

部
が
予
選
を
通
過
し
決
勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。�

　
卓
球
部
の
活
躍
に
つ
い
て
は
前
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
中
国
地
方
で
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め
て
こ
の
大
会
へ
臨
み
ま
し
た
。
予
選
リ
ー

グ
で
は
明
治
大
学
と
東
京
大
学
の
二
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
一
勝
一
敗
で
決
勝
リ
ー
グ
へ
進
出
。
全
国
で
の
決
勝
リ
ー
グ
進
出
は
、
卓
球
部
に
と
っ

て
初
め
て
と
な
る
快
挙
で
す
。
残
念
な
が
ら
同
リ
ー
グ
で
は
、
一
回
戦
で
立
命
館
大
学
に
敗
退
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
は
、
卓
球
部
員
一
同
に
大
き
な
自
信
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。�

卓
球
部 

最
近
の
成
績�

●
「
第
二
十
二
回
中
国
・
四
国
学
生
卓
球
選
手
権
大
会
」�

　
　
（
松
山
市  

六
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日
）�

　
団
体
戦
／
男
子
一
位�

　
シ
ン
グ
ル
ス
／
一
位
　
岡
田
健
一
（
産
二
）
　�

●
「
第
七
十
五
回
全
日
本
大
学
対
抗
卓
球
選
手
権
大
会
」
（
横
浜
市
）�

　
予
選
リ
ー
グ
…
一
勝
一
敗
で
予
選
通
過
　�

　
決
勝
リ
ー
グ
…
岡
山
商
大
　
１
│
３
　
立
命
大�

●
「
第
五
十
六
回
中
国
学
生
卓
球
選
手
権
大
会
秋
季
大
会
」
（
福
山
市  

八
月
十
七
日
〜
二
十
日
）�

　
団
体
戦
　
男
子
二
位
／
女
子
三
位�

　
シ
ン
グ
ル
ス
　
男
子
／
一
位
　
王
　
遠
（
商
三
）
・
二
位
　
橋
本
尚
晃
（
法
二
）
・
三
位
　
岡
田
健
一
（
産
二
）�

�

　
ダ
ブ
ル
ス
　
男
子
一
位
／
岡
田
健
一
（
産
二
）
・
田
中
和
大
（
経
一
）�

　
　
　
　
　
　
女
子 

三
位
／
乗
松
美
歩
（
法
一
）
・
下
永
幸
枝
（
商
一
）�

※
全
日
本
学
生
卓
球
選
手
権
大
会
へ
出
場
決
定
（
十
月
六
日
〜
九
日  

北
海
道
）�

着実に実力をつけつつある卓球部�
（学長から激励を受ける部員一同）�

卓球部�

柔
道
部  

尾
　
が
出
場�

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体�



多
彩
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で�

観
光
を
プ
レ
ゼ
ン�

Topic

1
商
学
部�

　
現
役
の
行
政
書
士
を
対
象
と
し
た
「
法
学
講

座
」
が
六
月
十

八
日
（
土
）
か

ら
始
ま
り
ま
し

た
。�

　
複
雑
化
し
つ

つ
あ
る
今
日
の

社
会
に
お
い
て
、

行
政
書
士
は
さ

ま
ざ
ま
な
状
況

に
対
応
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
本
学
は
岡
山
県
行
政
書
士

会
な
ど
の
要
請
を
受
け
て
協
定
を
締
結
し
、
昨

年
か
ら
行
政
書
士
の
た
め
の
法
学
講
座
を
開
設

し
て
い
ま
す
。�

　
本
年
度
は
全
四
十
回
の
講
座
が
開
講
さ
れ
、

民
法
や
行
政
法
、
憲
法
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
受
講
者
は
必
要
な
も
の

を
任
意
で
選
び
、
毎
回
五
十
名
を
超
え
る
受
講

生
が
教
室
を
埋
め
て
い
ま
す
。�

　
社
会
総
合
研
究
所
で
は
、
平
成
十
七
年
八
月

二
十
日
（
土
）
に
公
開
研
究
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
報
告
会
は
大
学
で
の
日
頃
の
研

究
成
果
を
企
業
社
会
、
地
域
社
会
に
還
元
す
る
、

と
い
う
趣
旨
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
研
究
は
平
成
十
六
年
度
の
社
会
総
合

研
究
所
研
究
助
成
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
受
講
者
の
方
か
ら
は
、
会
社
で
事
業
を
進
め

て
い
く
上
で
の
参
考
に
な
っ
た
、
初
め
て
聞
く

内
容
も
あ
り
勉
強
に
な
っ
た
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
講
演
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

●
「
セ
ン
の
経
済
倫
理
と
自
己
利
益
性
概
念
」�

法
学
部
　
教
授
／
九
鬼
　
一
人�

●
「
品
質
保
証
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
」�

―
食
品
に
お
け
る
生
産
・
流
通
・
販
売
・
消

費
の
観
点
か
ら 

―�

商
学
部
　
助
教
授
／
西
　
　
敏
明�

●
「
パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺
機
器
と
著
作

権
使
用
料
」�

法
学
部
　
教
授
／
三
浦
　
正
広�

●
「
観
光
事
業
に
よ
る
地
域
振
興
の
推
進
主
体

に
関
す
る
研
究
」�

商
学
部
　
助
教
授
／
捧
　
　
富
雄�

●
「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
・
Ｉ
Ｃ
タ
グ
導
入
動
向
に
関

す
る
調
査
研
究
」�

商
学
部
　
助
教
授
／
田
中
　
　
潔�

4
Topic

法
学
部�

行
政
書
士
法
学
講
座
が�

開
講�

公
開
研
究
報
告
会
を
開
催�

研
究
成
果
を
地
域
へ
還
元�

3
Topic

社
会
総
合
研
究
所�

　
夏
期
公
務
員
公
開
講
座
が
、
八
月
二
十
二
日

（
月
）
か
ら
三
十
一
日
（
水
）
ま
で
行
な
わ
れ
た
。

開
講
科
目
は
従
来
の
経
済
原
論
（
経
済
学
部
・

梅
原
教
授
担
当
）
、
行
政
法
（
法
学
部
・
伊
藤

担
当
）
に
加
え
今
回
は
数
的
判
断
（
小
川
情
報

教
育
セ
ン
タ
ー
担
当
）
も
加
わ
っ
た
。
参
加
大

学
及
び
参
加
人
数
も
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
回
は
岡
山
商
科
大
学
、
岡
山
大
学
、
岡
山
県

立
大
学
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
か
ら
四
十
七
名

が
参
加
し
た
。
わ
が
岡
山
商
科
大
学
の
九
名
も

他
大
学
の
学
生
と
と
も
に
最
後
ま
で
熱
心
に
参

加
し
勉
強
に
励
ん
だ
。
私
が
担
当
し
た
行
政
法

で
は
、
最
後
に
行
な
っ
た
確
認
テ
ス
ト
の
大
学

別
の
平
均
点
で
、
商
大
は
岡
山
大
学
の
三
十
七
・

二
点
（
五
十
点
満
点
）
に
次
ぐ
三
十
六
・
六
点

と
い
う
好
成
績
を
残
し
た
。
中
で
も
法
学
科
二

年
の
三
好
那
依
君
と
三
年
の
山
根
章
徳
君
は
四

十
点
と
い
う
高
得
点
で
、
上
位
五
位
グ
ル
ー
プ

の
中
に
入
る
健
闘

ぶ
り
だ
っ
た
。
ま

た
商
学
部
会
計
学

科
の
佐
藤
浩
蔵
君

は
、
一
年
生
な
が

ら
最
後
ま
で
熱
心

に
参
加
し
て
く
れ

た
。
本
学
の
学
生

に
と
っ
て
他
大
学

の
学
生
と
共
に
勉

強
す
る
こ
と
は
、
大
変
よ
い
刺
激
に
な
っ
て
お
り
、

参
加
し
た
全
員
が
次
回
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い

と
い
う
希
望
を
出
し
て
い
る
。�

　
本
講
座
を
通
じ
て
本
学
の
学
生
が
一
人
で
も

多
く
公
務
員
試
験
に
合
格
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
冬
の
講
座
と
春
の
講
座
も
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
。
（
法
学
部
長
　
伊
藤
治
彦
）�

　
今
年
で
三
回
目
と
な
る
「
観
光
に
関
す
る
英

語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、

商
学
部
の
改
組
を
受
け
、
商
学
部
の
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
専
攻
と
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

専
攻
の
主
催
で
、
七
月
二
十
三
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
十
三
組
三
十
九
名
の
発
表
で
は
、

広
島
、
京
都
な
ど
の
観
光
地
の

紹
介
、
趣
味
の
活
動
を
通
じ
て

の
国
際
交
流
の
紹
介
や
、
環
境

保
護
を
訴
え
る
発
表
、
ま
た
、

麻
薬
問
題
や
ジ
プ
シ
ー
へ
の
偏

見
を
扱
っ
た
観
光
の
光
と
影
に

焦
点
を
当
て
た
発
表
な
ど
、
観

光
に
対
す
る
様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
今
年
広
島
か
ら
初
参

加
の
鈴
峯
女
子
高
等
学
校
か
ら
は
、

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、

国
際
コ
ー
ス
の
三
年
生
全
員

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
変
残
念
な
こ
と
に
、
入
賞

は
逃
し
ま
し
た
が
、
本
コ
ン

テ
ス
ト
を
授
業
で
利
用
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

入
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。�

●
第
一
位
／
橋
ヶ
谷
真
由�

　
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」�

（
岡
山
学
芸
館
高
校
）�

●
第
二
位
／
伊
藤
仁
美
・
平
田
久
留
実�

　
「
大
正
琴
、
ド
イ
ツ
を
訪
れ
る
」�

（
倉
敷
商
業
高
校
）�

●
山
陽
新
聞
社
賞
／
渡
辺
　
舞
・
篠
原
杏
菜�

　
「
ス
ペ
イ
ン
の
ジ
プ
シ
ー
」�

（
岡
山
学
芸
館
高
校
）�

（
商
学
部
　
助
教
授
　
松
浦
芙
佐
子
）�

６月９日開講に先立ち�
記念講演が行われた�

商
大
生
大
健
闘�

Topic

2
夏
期
公
務
員�

公
開
講
座�

第１位の橋ヶ谷さん�

他大学の学生と勉強し、よい刺激を受けた�



��

�

岡山商科大学法学部開設を記念して下記の次第で講演会が開催された。�

　●日時／2005年6月30日  15：00～17：00�

　●場所／岡山商科大学781番教室�

　●講師／粟屋剛氏（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授）�

　●演題／「中国における死刑囚からの臓器移植─その現実・法・倫理─」�

�

　本講演は、中国政府が公にしていない臓器移植の「現実」を独自の聴

き取り調査と内部文書に依拠して明らかにするものであった。講師粟屋

氏は、中国は司法が屍体利用に関与している特殊事情があること、しか

も中国では内部文書において厳重に秘密を守らねばならない旨が記され

ていると述べられた。氏の下された事実判断の当否については、聴衆の

良識に任せる他はないが、その蓋然性は高いであろう。特に中国の特殊

事情として死刑執行が毎年約一千件に上り、窃盗罪でも死刑が課され得

るから、人権に抵触することが考えられる。――中国における死刑囚か

らの臓器移植は、氏によれば、大まかに言って、死刑囚からの臓器提供

を社会に対する最終的な貢献とする見方、さらに功利主義的な要請等に

よって正当化されている。また移植が「カニバリズム」 (人肉嗜食) の要

素を持つというショッキングな指摘もなされた。こうした問題は生命倫

理学の領域に属すものであり、氏は、本来移植については任意同意とい

う形で、自己決定権が行使されるべきであるが、中国の現体制の下、そ

うした十全な自己決定は望むべくはない、と考えておられるようである。

ただし氏は、死刑囚やその関係者は対価として見合うだけの金銭を受け

取っていないので、死刑囚からの移植は臓器売買ではないとお考えであり、

いたずらにレッテル張りすることに対しては抑制的論調であったことを

明記しておきたい。講演の締めくくりでも、臓器移植が中国で必要悪と

見なされたのは、背景となる立場の違いがあると示唆され、事情の複雑

さが強調されていた。�

　聴衆は冒頭から、フィリピンの刑務所の実態を、一カ月もの時間をか

けて刑務所職員と懇意になることによって入手した、というエピソード

等によって、たちまちの内に氏の高説に引き摺り込まれ、講演会場は熱

気に包まれた。�

　なお、粟屋剛氏は九州大学卒業後、

西南学院大学大学院にて医療過誤

の研究に携わられ、その後臓器移

植等の生命倫理学・医事法学・医

事法社会学に係わる問題を、フィ

ールドワーク調査に基づいて第一

線で鋭意研究されている斯学の中

堅研究者である。�

法学部開設記念講演会を聴いて�
法学部教授　九鬼　一人�

会場は、たちまちの内に�
氏の高説に引き摺り込まれた�

熱心に質問する参加者�　
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府 

保
健
省
か
ら
井
尻
学

長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

八
月
二
十
六
日
（
金
）

学
長
室
で
贈
呈
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
今
年
の
三
月
、

本
学
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

政
府
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
や
プ
リ
ン
タ
等
を
寄
附
し
た
こ
と
に
対
す
る

も
の
で
、
政
府
の
保
健
省
大
臣
と
副
大
臣
か
ら
、

感
謝
の
意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。�

7
Topic

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
か
ら�

感
謝
状�

　
二
〇
〇
五
年
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
七

月
二
十
三
日
（
土
）
、
八
月
五
日
（
金
）
・
二

十
日
（
土
）
の
三
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

多
数
の
高
校
生
、
保
護
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。�

　
従
来
か
ら
好

評
の
「
体
験
授

業
」
、
「
先
輩

ト
ー
ク
」
な
ど

に
加
え
、
新
企

画
と
し
て
大
学

生
活
を
先
取
り

体
験
で
き
る
「
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
ナ
ビ
」 

、
入
試
制
度
・
試
験
科
目
の
出
題

傾
向
を
解
説
す
る
「
入
試
対
策
講
座
」
を
設
定

し
好
評
を
得
ま
し
た
。�

　
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
「
将

来
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
か
？
」

と
の
問
い
に
は
、
「
公
務
員
」
、
「
情
報
関
係
」

な
ど
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
経
済
状
況
を
踏

ま
え
て
堅
実
か
つ
高
度
な
専
門
知
識
の
修
得
に

関
心
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。�

（
入
試
広
報
課
）�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
多
数
参
加�

専
門
知
識
の
修
得
に
関
心�

6
Topic

入
試
広
報
課�

　
平
成
十
七
年
度
後
援
会
総
会
及
び
懇
談
会
が
、

六
月
二
十
五
日
（
土
）
本
学
大
会
議
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
十
六
年
度
の
後
援
会
活
動
状
況
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
後
、
十
七
年
度
教
育
活
動
へ
の
支
援
、

夏
季
保
護
者
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
が

行
な
わ
れ
、
承
認
を
得
ま
し
た
。
ま
た
役
員
の

一
部
改
選
も
行
わ
れ
、
新
た
に
四
名
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。�

　
引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
懇
談
会
で
は
、
教
育
・

学
生
生
活
・
就
職
に
つ
い
て
の
本
学
の
取
り
組

み
や
状
況
を
、
各
担
当
部
長
が
説
明
。
集
ま
っ

た
保
護
者
は
熱
心
に
資
料
に
眼
を
通
し
、
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。�

　
当
日
参
加
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
と
短
時

間
な
が
ら
充
実
し
た
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
（
総
務
企
画
課
）�

�

総
会
・
懇
談
会
を
開
催�

5
Topic

後
援
会�

充実した時間を持つことができました�



●
「
商
大
祭
」
40
回
を
迎
え
て�

大
学
祭
に
か
け
る�

実
行
本
部
委
員
長
の
思
い�

クラブ・ゼミなどで出店をだすのも、
商大祭の一つの楽しみ方�

●
柔
道
部�

雪
辱
は
果
た
し
王
者
復
活�

中
四
国
体
重
別
大
会�

大会五連覇を成し遂げた�

●
留
学
生
視
察
研
修�

岡
山
の
歴
史
を
巡
る�

漢詩のミニ講義も行われた（於：八塔寺）�

八塔寺で記念撮影�

大
学
祭
実
行
本
部�

　
　
　
委
員
長
　
林
　
進
一
郎
（
商
二
）�

　
は
じ
め
ま

し
て
、
第
四

十
期
大
学
祭

実
行
本
部
の

委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
林 

進
一
郎
と
申
し
ま
す
。
今

年
の
商
大
祭
は
四
十
回
目
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
も
あ
り
自
分
が
そ
の
年
の
委
員

長
を
任
さ
れ
た
事
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
商
大
祭
の
委
員
長
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
正
直
感
じ
て
い
て
み
ん

な
を
ま
と
め
上
げ
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
？

無
事
に
成
功
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
？

い
つ
も
活
動
し
て
い
る
時
に
頭
を
よ
ぎ
り

ま
す
。�

　
し
か
し
部
員
の
み
ん
な
に
も
支
え
ら
れ

今
年
の
商
大
祭
も
楽
し
く
、
ま
た
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
大
学
祭
を
学

生
の
み
ん
な
と
各
サ
ー
ク
ル
、
大
学
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。�

　
今
年
の
商
大
祭
の
テ
ー
マ
は
「
商
大
万

博
〜G

o for 40th

〜
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
の
由
来
は
今
年
開
催
さ
れ
た

愛
知
万
博
に
な
ら
っ
て
付
け
た
の
で
す
が
、

万
博
と
い
え
ば
毎
回
「
世
界
平
和
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
国
々
の

平
和
の
考
え
や
他
の
国
の
名
産
品
な
ど
を

も
ち
よ
り
他
国
と
の
交
流
を
深
め
、
よ
り

よ
い
世
界
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
努

力
し
て
い
ま
す
。�

　
私
達
大
学
祭
実
行
本
部
も
愛
知
万
博
の

よ
う
に
大
規
模
に
開
催
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ん
の
平
和
と
大
学
全
体
の
発
展
、
交

流
の
こ
の
商
大
祭
が
少
し
で
も
い
い
の
で

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。�

今
年
の
商
大
祭
も
色
々
な
模
擬
店
や
ス
テ

ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
、
プ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
他
に
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

　
日
程
は
十
一
月
十
一
・
十
二
・
十
三
日

の
三
日
間
で
す
。
何
か
商
大
祭
に
つ
い
て

の
ご
質
問
な
ど
が
あ
れ
ば
岡
山
商
科
大
学

大
学
祭
実
行
本
部
（
０
８
６
）
２
５
６
│

６
８
５
２
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。�

　
八
月
二
十
八
日

（
日
）
愛
媛
県
立

武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
「
平
成
十
七

年
度
中
四
国
学
生

柔
道
体
重
別
団
体

優
勝
大
会
」
で
柔

道
部
が
五
年
連
続

五
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。�

　
今
春
の
中
四
国

大
会
で
二
位
に
甘

ん
じ
た
商
大
柔
道
部
。
今
回
は
そ
の
雪
辱

を
期
し
て
臨
ん
だ
大
会
で
し
た
。
順
調
に

勝
ち
上
が
り
、
迎
え
た
決
勝
は
徳
山
大
学
。

今
春
３
│
１
で
完
敗
し
た
相
手
で
す
。
実

力
は
接
近
し
て
お
り
代
表
戦
に
ま
で
も
つ

れ
込
む
苦
し
い
戦
い
で
し
た
が
、
商
大
の

代
表
に
立
っ
た
大
村
竜
一
（
法
二
）
は
冷

静
に
一
本
勝
ち
を
収
め
、
春
の
雪
辱
を
果

た
す
と
と
も
に
、
大
会
五
連
覇
を
成
し
遂

げ
た
の
で
し
た
。�

　
ま
た
、
二
十
七
日
（
土
）
か
ら
同
会
場

で
「
平
成
十
七
年
度
中
四
国
学
生
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
」
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
、

男
女
あ
わ
せ
て
三
階
級
で
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。�

●
中
四
国
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会�

　
優
勝
　
岡
山
商
科
大
学�

※
十
一
月
五
・
六
日 

全
国
大
会
へ
出
場

（
尼
崎
市
）�

●
中
四
国
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会�

【
男
子
】�

66�
kg
以
下
級
　
優
　
勝
　
高
谷
浩
太
（
法
二
）�

73�
kg
以
下
級
　
第
四
位
　
仙
波
大
輔
（
商
二
）�

81�
kg
以
下
級
　
第
三
位
　
坪
井
孝
文
（
法
三
）�

第
四
位
　
毛
頭  

理
（
経
四
）�

90�
kg
以
下
級
　
優
　
勝
　
大
村
竜
一
（
法
二
）�

第
二
位
　
岡
田
　
高
（
商
四
）�

【
女
子
】�

48�
kg
以
下
級
　
第
二
位
　
川
端
秀
美
（
商
二
）�

57�
kg
以
下
級
　
第
二
位
　
藤
岡
明
花
（
法
三
）�

78�
kg
超
級
　
　
優
　
勝
　
尾
�
栄
子
（
商
四
）�

※
十
月
一
・
二
日 

全
国
大
会
へ
出
場
（
東

京 

日
本
武
道
館
）�

　
真
夏
の
太
陽
が
燦
燦
と
照
り
つ
け
る
中
、

恒
例
と
な
っ
た
「
留
学
生
学
外
視
察
研
修
」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
、
八
十
名
の
留
学
生
が
、

岡
山
の
歴
史
を
巡
る
旅
に
で
か
け
ま
し
た
。�

　
八
時
半
に
商
大
を
出
発
し
た
一
行
は
、

山
陽
自
動
車
道
を
一
路
備
前
市
へ
。
六
古

窯
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
備
前
焼
の

里
に
降
り
立
ち
、
陶
芸
美
術
館
を
見
学
し

ま
し
た
。
千
年
の
歴
史
を
持
つ
と
言
わ
れ

る
備
前
焼
。
備
前
の
自
然
が
与
え
た
土
や

木
を
用
い
て

育
ま
れ
て
き

た
土
と
炎
の

芸
術
は
、
釉

薬
を
一
切
用

い
な
い
素
朴

で
力
強
い
焼

物
で
す
。
有

名
・
無
名
の

さ
ま
ざ
ま
な

作
家
の
作
品

が
展
示
さ
れ

た
館
内
で
留

学
生
た
ち
は

何
を
感
じ
た

の
で
し
ょ
う

か
？�

　
次
に
訪
れ

た
の
は
閑
谷

学
校
。
鮮
や

か
な
緑
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
当
地
は
、
ま
ず
そ
の
色
彩

で
我
々
の
目
を
驚
か
せ
ま
す
。
全
て
を
一

望
で
き
る
芝
生
の
上
に
座
り
、
学
校
の
歴

史
に
耳
を
傾
け
ま
す
。
ど
っ
し
り
と
構
え

た
国
宝
の
「
講
堂
」
、
一
対
の
楷
の
木
を

正
面
に
従
え
た
孔
子
像
を
ま
つ
る
「
聖
廟
」

…
。
中
国
と
の
深
い
歴
史
を
色
濃
く
感
じ

さ
せ
る
閑
谷
学
校
に
、
と
り
わ
け
中
国
か

ら
の
留
学
生
は
、
興
味
を
引
か
れ
た
よ
う

で
し
た
。
講
堂
な
ど
の
施
設
を
見
学
し
、

自
ら
の
目
や
足
、
そ
し
て
手
で
そ
の
歴
史

の
一
端
に
触
れ
ま
し
た
。�

　
八
塔
寺
ふ
る
さ
と
村
で
は
、
高
顕
寺
で

精
進
料
理
の
昼
食
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、

ご
住
職
や
本
学
高
井
教
授
の
案
内
で
村
を

巡
り
ま
し
た
。
樹
齢
数
百
年
を
数
え
る
古
木
、

深
い
森
林
、
石
碑
や
建
物
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、

心
の
歴
史
を
読
み
解
い
た
高
井
教
授
の
漢

詩
ミ
ニ
講
義
。
自
然
、
歴
史
そ
し
て
学
問

を
存
分
に
吸
収
し
た
の
で
し
た
。�

　
そ
し
て
最
後
の
ビ
ー
ル
工
場
。
「
こ
れ

も
岡
山
の
歴
史
を
巡
る
旅
な
の
？
」
と
の

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

美
し
い
自
然
を
守
り
育
ん
で
き
た
か
ら
こ

そ
お
い
し
い
水
に
恵
ま
れ
、
お
い
し
い
ビ

ー
ル
を
製
造
で
き
る
と
い
う
も
の
。
や
は

り
歴
史
的
産
物
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

工
場
を
見
学
し
た
の
ち
、
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ

ー
ス
で
乾
い
た
喉
を
う
る
お
し
、
真
夏
の

小
旅
行
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。�



旅に出よう！�
経済学部　講師　森元早苗�

　
夏
休
み
前
。周
り
の
人
か
ら
、「
こ
の
夏
は
ど
こ（
海
外
）へ
行
く
の
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
確
か
に
、大
学
時
代
か
ら
、長
期
の
休

み
の
度
に
海
外
に
行
っ
て
い
た
。�

　
航
空
券
だ
け
持
っ
て
当
て
の
な
い
旅
に
出
て
し
ま
う
の
で
、両
親
も
、

最
初
は
心
配
し
て
い
た
。し
か
し
、今
で
は
、両
親
か
ら
も
「
今
年
は
ど

こ
に
行
く
の
？
」
と
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。�

　
な
ぜ
、そ
れ
ほ
ど
旅
に
出
る
の
か
？
旅
好
き
の
両
親
の
影
響
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
生
活
ス
タ
イ
ル
が
全
く
異
な
る
環
境
の
中
に
身
を
お
き
、

そ
の
国
で
知
り
合
っ
た
人
々
と
話
す
こ
と
で
、何
か
を
発
見
す
る
た
め

か
も
し
れ
な
い
。�

　
大
学
時
代
に
行
っ
た
旅
の
中
で
、最
も
印
象
的
な
の
は
、友
達
と
二

人
で
行
っ
た
イ
ン
ド
で
あ
る
。
最
初
は
、何
を
し
て
も
ど
こ
へ
行
っ
て
も

お
金
を
要
求
さ
れ（
し
か
も
全
然
違
う
場
所
に
連
れ
て
行
か
れ
る
）、「
外

国
人
は
金
持
ち
だ
か
ら
、お
金
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
当
然
だ
」
と
い
う

態
度
に
不
愉
快
な
思
い
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
次
第
に
イ
ン
ド
人

と
接
す
る
の
も
嫌
に
な
っ
て
い
た
。「
彼
ら
も
食
べ
て
い
く
た
め
に
必
死

な
ん
だ
よ
。
た
い
し
た
金
額
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
人
を
信
じ
る
か
は
、賭

け
だ
け
ど
、心
を
閉
じ
て
い
た
ら
、ぜ
ん
ぜ
ん
楽
し
め
な
い
よ
」
と
、日
本

人
旅
行
者
に
な
だ
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。�

　
あ
る
時
、バ
ス
の
中
で
あ
る
イ
ン
ド
人
の
男
女
が
、現
地
を
案
内
し
て

あ
げ
よ
う
と
声
を
か
け
て
き
た
。
正
直
、不
信
感
は
か
な
り
あ
っ
た
が
、

友
達
と
相
談
し
、こ
の
二
人
に
賭
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
好
意
に
甘

え
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
彼
ら
は
、案
内
だ
け
で
は
な
く
、次
の
訪
問
地

ま
で
の
交
通
手
配
か
ら
、自
宅
に
招
い
て
食
事
と
寝
床
を
提
供
し
て
く

れ
た
の
だ
。
疑
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。�

　
当
時
、い
か
に
少
額
で
旅
を
す
る
か
が
、私
の
旅
の
目
的
の
一
つ
で
は

あ
っ
た
が
、私
が
現
地
で
一
カ
月
の
間
に
使
っ
た
お
金
は
わ
ず
か
三
万
円
。

果
た
し
て
私
は
本
当
に
楽
し
ん
だ
の
か
？�

　
そ
れ
か
ら
八
年
。
留
学
時
代
の
友
人
の
結
婚
を
祝
福
す
る
た
め
、今

年
の
春
に
イ
ン
ド
を
再
び
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
外
国

人
の
私
に
は
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
が
尽
き
ず
、友
達
夫
婦
も
申
し
訳
な
さ
そ

う
に
し
て
い
た
が
、七
年
前
の
よ
う
な
不
快
感
は
も
う
な
か
っ
た
。む
し
ろ
、

前
回
の
イ
ン
ド
旅
行
の
後
の
旅
行
経
験
に
よ
っ
て
、交
渉
力
が
身
に
つ
き
、

ト
ラ
ブ
ル
を
楽
し
ん
だ
。
そ
し
て
何
よ
り
楽
し
か
っ
た
の
は
、旅
の
途
中

に
出
会
っ
た
イ
ン
ド
人
と
の
交
流
だ
。か
な
り
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
る
。

「
水
を
く
れ
。お
や
つ
食
べ
る
か
？
ど
こ
か
ら
来
た
？
イ
ン
ド
は
好
き
か
？

ど
こ
ま
で
行
く
の
だ
？
何
し
に
？
」
と
い
う
風
に
。�

　
こ
の
よ
う
な
旅
に
は
、危
険
が
伴
う
。
行
動
全
て
に
責
任
を
伴
う
。

だ
が
、自
分
で
も
予
想
も
で
き
な
い
出
来
事
、出
会
い
が
待
っ
て
い
る
。

こ
の
経
験
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
。�

　
皆
さ
ん
も
、比
較
的
長
期
の
休
み
が
取
り
や
す
い
大
学
時
代
に
、旅

に
出
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
お
金
は
な
く
て
も
、そ
れ
な
り
に
楽

し
め
る
も
の
。
世
界
中
に
は
、本
当
に
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
。
果
た
し
て

自
分
の
「
当
た
り
前
」
は
ど
こ
ま
で
通
じ
る
か
な
？�

　
残
念
な
が
ら
、私
は
、こ
の
夏
ず
っ
と
国
内
に
い
た
…
。�

�

●
リ
ー
ダ
ー
研
修
　
性
感
染
症
を
学
ぶ�

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
！�

“人”との出会いが“自分”を成長させる�

●
軟
式
野
球
部�

み
ん
な
に
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
！�

　
六
月
十
二
日
（
日
）
各
サ
ー
ク

ル
の
代
表
者
を
集
め
た
リ
ー
ダ
ー

ズ
研
修
会
が
、
本
学
八
三
一
教
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
学

生
活
動
の
基
幹
の
一
つ
で
あ
る
サ

ー
ク
ル
活
動
の
代
表
者
が
集
ま
り
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

学
生
課
の
主
催
で
毎
年
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
約
九
十
名
の

学
生
が
参
加
し
、
約
四
時
間
に
わ

た
り
研
修
を
行
い
ま
し
た
。�

　
メ
イ
ン
と
な
る
講
演
は
、
岡
山
大
学
保
健
環
境
セ
ン
タ

ー
助
教
授
の
小
倉
俊
郎
先
生
を
お
招
き
し
た
”
若
者
が
知

っ
て
お
き
た
い
“「
エ
イ
ズ
・
性
感
染
症
の
知
識
と
予
防
」

と
題
し
た
お
話
で
し
た
。
日
頃
知
る
機
会
の
な
い
性
感
染
症
。

知
識
の
不
足
か
ら
く
る
若
年
層
の
感
染
者
が
近
年
増
加
傾

向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
状
況
を
認
識
し

つ
つ
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
大
切
に
す

る
心
を
学
ん
だ
の
で
し
た
。�

　
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
組
織
の
仕
組
み
や
人
間
関
係
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
人
格
の
形
成
の
う
え
で
も
社
会
性
を
養

う
こ
と
の
で
き
る
有
効
な
大
学
で
の
活
動
の
一
つ
と
い
え

ま
す
。
参
加
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

サ
ー
ク
ル
活
動
を
今
ま
で
以
上
に
盛
り
上
げ
、
力
強
く
牽

引
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
こ
ん
に
ち
は
。
軟
式
野
球
部
で
す
。
私
た
ち
軟
式
野
球

部
は
現
在
顧
問
の
井
上
倫
明
先
生
、
四
年
生
四
人
、
三
年

生
七
人
、
二
年
生
六
人
、
一
年
生
十
一
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
二
人
の
計
三
十
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
下
関
市
で
行
な
わ
れ
た
リ
ー
グ
戦
で
は
四
勝
二
敗
で
七

チ
ー
ム
中
三
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
上
位
二
チ
ー
ム
が

Ⅰ
部
と
の
入
れ
替
え
戦
へ
の
挑
戦
権
を
獲
得
で
き
る
の
で

す
が
、
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
今
年
は
一
年
生
が
十
一
人
も
入
部
し
て
く
れ
て
、
部
員

同
士
刺
激
し
あ
っ
て
、
上
級
生
に
も
い
い
刺
激
を
与
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
平
日
は
昼
休
み
の
一
時
間
、
土
日
は
九

時
〜
十
二
時
ま
で
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
一
生

懸
命
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
今
回
の
リ
ー
グ
戦
終
了
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
部
員
の

誰
か
が
言
い
ま
し
た
。
「
い
い
試
合
よ
り
勝
つ
試
合
を
し

よ
う
」
と
。
こ
れ
は
Ⅱ
部
に
降
格
し
て
し
ま
っ
た
私
た
ち

に
と
っ
て
は
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
確
か
に
い
い
試
合

も
必
要
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
勝
た
な
け
れ
ば
Ⅰ
部

リ
ー
グ
に
昇
格
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
の
時
み
ん
な
の
こ

れ
か
ら
の
目
標
が
決
ま
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
応
援
し
て

く
だ
さ
る
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
大
学
の
先
生
方
、
多
く
の
友
達
、

み
ん
な
の
応
援
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
そ
し
て
も
う
一
つ
。
運
動
部
で
は
途
中
入
部
は
な
か
な

か
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
や
る
気
の
あ
る
野
球
大
好
き

な
少
年
な
ら
大
歓
迎
な
の
で
、
気
軽
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
チ
ラ
ッ
と
見
て
、
入

り
た
い
な
と
思
っ
た
ら
私
た
ち
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
な
人
に
で
も
「
こ
の
チ
ー
ム
は
応
援

し
た
い
チ
ー
ム
だ
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
部
員
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
み
ん
な

で
野
球
を
楽
し
ん
で
元

気
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー�

　
赤
松
美
由
紀
（
法
四
）�

�



�
資格への道のり�
小 特 集�

その3

★日商簿記検定試験とは �
　簿記とは企業などの組織の活動を記録し、ある一定期間に獲得

した利益額を算定するためのシステムです。ビジネスの世界で必

要な会計の知識を修得したり、税理士などの専門職業につくため

には、簿記の知識が必ず必要になります。�

　日本商工会議所主催の簿記検定は、簿記の検定試験のなかでも

社会的に評価の高いものの一つです。また、１級合格者には、税

理士の受験資格が与えられるなどの特典があります。�

★学習方法について…�
　簿記の知識はポイントだけおさえれば修得できるというもので

はありません。計画的で継続的な学習をするように心がけましょう。�

　日商簿記検定に挑戦する場合、問題集を毎日少しずつ解き進め、

検定試験の1カ月くらい前からは、過去問題集や模擬試験問題集

などに取り組み、合格点を取れるように準備することが大切です。�

　勉強方法や疑問点などは、会計教育センターや会計科目担当教

員に気軽に相談してください。個々人に応じた学習方法などのア

ドバイスを行います。�

　また、社会総合研究所では秋の試験に向けて、簿記２級及び３

級の試験対策講座を毎年開講しています。�

★会計学科長から一言�
　会計学の知識やその基礎となる簿記の知識は、社会の多くの分

野において必要とされるものであり、その必要性は今後ますます

高まると考えられます。�

　その点からも、自分を高めるための手段として、より上位の簿

記検定に挑戦することもいいでしょう。さらに、簿記の資格取得

を通じて知識を高め、税理士試験などのより高度な学習に進んで

もらえることを期待します。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈会計学科長／堤　一浩〉�

「簿記検定」への道�

内定率　昨年同期より大幅アップ�
“仕事に合わせて”意識改革�
　平成１７年度８月末現在の内定率は63.9％。昨年同時期の48.7％から15.2％向上しています。景気

回復の兆しがあり求人数が増えたことも要因ではありますが、進路・就職活動に対して真剣に取り組ん

だ学生が多かったことが今年の特徴です。就職部では電話等を利用して定期的に学生個々へ支援を

行っておりますが、その際、昨年と比較にならないほど活動している学生が多かったことに驚かされました。

その結果がこの時期、出ているものだと思われます。また、早期に内定が出た学生たちの多くが、就職

活動を継続することが今年の特徴です。彼らの自信が将来の選択肢を広げさせているのではないでしょ

うか。�

　その一方でまったく就職活動ができていない学生もおります。その彼らの特徴は次のようなものです。�

①単位が不足している　４年生に進級した段階での単位があまりにも少なくすべての曜日に授業が

詰まっている学生。３年までにできるだけ単位を取得し授業に余裕を持たせてください。�

②事務職にしか興味を持たない　近年の就職環境の中、多くの企業が事務職を必要としておりません。パソコ

ンの普及で事務処理の効率化が図られています。�

③コミュニケーションが苦手　会話が苦手ということは致命傷です。営業職ではもちろん事務職でも必要とされ

ません。また、工場のライン業務においても大学卒の場合は人の管理が求められます。�

　さて、その彼らが、それぞれが持つ弱点を解決できるか否か、それは彼ら自身の努力しかありません。自分の将来を

自分の性格で選ぶのではなく、仕事に合わせて意識改革する努力が必要。社会人にはあらゆる環境に対応できる柔軟性が必要です。�

インターンシップで社会人体験！ ～働くってどんなこと？～�
　今年も学生の夏休み期間を利用して、岡山県経営者協会等の協力により、インターンシップ（企業での就業体験）

を実施しました。インターンシップとは在学中に、民間企業や官公庁、ボランティア団体等で実際に就業体験するこ

とを言い、学生が将来の進路を決めるため、また自分を見つめ直す良い機会として重要視されています。また、就職

活動をする際にも大きなPR要素となり、最近では自社でインターンシップを経験した学生を優遇するという動きも出

てきています。�

　さて、本学からは岡山県内及び香川県内の13企業・団体に18名の学生が参加をし、貴重な経験をしました。（株）

天満屋の銘菓売り場でインターンシップを体験した奥原史帆さん（法経学部経済学科３年生）は「行く前は不安と緊張でいっぱいでしたが、実際に働いて

みると、新しい事を学ぶのがとても楽しく、失敗した事や大変な事もたくさんありましたが、毎日が勉強と発見で10日間があっという間にすぎました！疲れまし

たけど（笑）」と答えると、笠岡市役所で体験をした井田勇生君（法経学部法学科３年生）は「自分がこんなに変われるとは思ってもみませんでした。自分を

変えていくべき点も見つかったので、これからの目標が出来ました。もっと早く参加すればよかったです！」と目を輝やかせます。二人のコメントを見てもらえば、

その効果のほどがわかってもらえるでしょう！まだあどけなさの残る学生の面影が、一回りも二回りも頼もしく見えた2005年の夏休みでした。�

年　度�

１７年度�

１６年度�

１５年度�

８月末内定率�

６３．９％�

４８．７％�

４９．３％�

年度末�

―�

９３．８％�

９２．６％�

天満屋で研修中の奥原史帆さん�



　岡山商科大学（以下「本学」という）は、
人格尊重の理念の下、個人情報の保護の

重要性を深く認識し、教育研究機関とし
ての社会的責務を果たすとともに、社会
の信頼に応えるため、個人情報の取扱い
について、十分な配慮及び適正な措置を
講じることとし、以下の方針を定め、こ
れを誠実に遵守いたします。�
１．本学は、保有する個人情報を保護す
るため、岡山商科大学個人情報保護
規程を定め、遵守するとともに、継
続的な改善に努めます。�

２．本学は、業務に従事するすべての者
に対する教育啓発活動を実施するほか、
個人情報を取り扱う部門ごとに情報
管理責任者を置き、個人情報の適切
な管理に努めます。�

３．本学は、個人情報の収集にあたり、
その目的を明らかにし、収集した個
人情報の使用範囲を目的達成のため
に必要な限度に限定し、適切に取り

扱います。�
４．本学は、個人情報に関する開示、訂正、
追加、利用の停止等については、対
応窓口を設置し、本人の申し出に基
づき、誠実に対応します。�

５．本学は、法令に基づく場合を除き、
本人の同意を得ることなく、個人情
報を第三者に提供いたしません。�

６．本学は、個人情報の正確性及び安全
性を確保するために、不正アクセス、
紛失、破壊、改ざん及び漏洩等に対
する適切な対策を講じ、防止に努め
ます。�

７．本学は、個人情報の保護に関する法令、
指針等を尊重し、遵守するよう努め
ます。�

�
　　平成17年７月�
　　　　　　　　　　　　岡山商科大学�

岡山商科大学における�
“個人情報保護方針”�
について�

夕学講座�
後期スケジュール決定�

せきがく�

　本学では社会人の自己啓発を支援する、
衛星放送によるビジネススクール「夕学講座」
を開催しています。岡山でご覧いただけるの
は岡山商科大学でのみです。見逃せない！
聞き逃せない！時代の最先端講演を商大で。�

■１０月１９日（水）
s秋元　 康　�
作詞家�
「秋元流プロデュース論  ～答えは自分の中にある～」�

■１０月２４日（月）　　�
s藤原 和博 　�
　元リクルート社フェロー・現杉並区立和田中学  校長�
　「公教育の未来」�

■１０月２７日（木）　　�
s隈　 研吾　�
　建築家・慶應義塾大学理工学部 教授�
　「建築と自然との共生」�

■１０月３１日（月）�
sくらた まなぶ�
　株式会社あそぶとまなぶ　代表取締役�
　「カラダ発想術 ～やわらか右脳マーケティング～」�

■１１月８日（火）�
s大橋 洋治�
　全日本空輸株式会社　代表取締役会長�
　「アジアNo.１を目指して」�

■１１月１１日（金）�
s宮本 亜門�
　演出家�
　「亜門流コーチング」�

■１１月１６日（水）�
s原田 隆史�
　奈良県天理大学 非常勤講師�
　「カリスマ教師が語る人材開発論」�

■１１月２１日（月）�
s小泉 武夫�
　東京農業大学応用生物科学部 教授�
　「食の冒険家 大いに語る」�

■１１月３０日（水）�
s関　 満博�
　一橋大学大学院商学研究科 教授�
　「中国「民営中小企業」の先進性」�

■１２月１日（木）�
s堀　 紘一�
　株式会社ドリームインキュベータ  代表取締役社長�
　「Ever onward!」�

■１月１７日（火）�
s姜　 尚中�
　東京大学情報学環学際情報学府大学院 教授 �
　「東北アジア共同体に向けて  ～日本とアジアの共生～」�

■１月２５日（水）�
s藤原 正彦�
　お茶の水女子大学理学部数学科 教授�
　「知識・論理・情緒」�

■１月２７日（金）�
s榊原 英資�
　慶應義塾大学　教授�
　「インドを読み解く」�

■２月１日（水）�
s池田 　弘�
　株式会社アルビレックス新潟  代表取締役会長�
　「アルビレックス新潟の奇跡と軌跡」�

■２月３日（金）�
s山本 一力　�
　作家�
「人生の目利きになる」�
�
　●会場／岡山商科大学�
　●時間／18:30～（18：00開場）�
　●お申し込み／社会総合研究所�
　　　　　　　 1（086）256－6656�

詳細は本学ホームページ�
（http://www.osu.ac.jp）�

に掲載しています。�
※本学学生の受講は無料です 

松大・甲南大で学べます�
単位互換制度による�
派遣聴講生募集（商学部）�
　本学は、松山大学及び甲南大学と単位互
換の協定を結び、学生の受け入れと派遣を行
なっています。�
　多感な青春の一時期、他大学の空気や文
化に触れて、人間としての視野や行動力など
を身に付けて下さい。詳細は教務課まで。�
１． 協定大学�
松山大学（経営学部）�

甲南大学（経営学部）�
２． 履修できる単位数�
各入学年度で定められている２年次・３年次
の履修可能単位数の範囲内�

３． 聴講できる科目�
協定大学の開講科目（ただし履修希望科
目を事前に報告し、承認が必要）�

４． 単位認定�
６０単位まで卒業単位に認定します。�

５． 派遣期間�
派遣期間は、平成１８年４月１日から１年間と
します。�

６． 派遣聴講生の資格�

本学商学部の２年次生及び３年次生�
７． 選考方法�
書類審査と面接により派遣聴講生の内定
を行います。�

８． 出願期間�
平成１７年１０月１７日（月）～２８日（金）�

人事異動�
退職（7月31日付）�
〔専門学校デジタル・メディアカレッジ岡山〕�
主任／佐藤　仁�
�
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「フリーター・ニートになる前に読む本」�
鳥居徹也 著（船橋情報ビジネス専門学校 企画広報室室長）／三笠書房（２００５）�

　「あなたの２０年後を想像してみてください。そこにはどんなあなた

がいますか？」…。例えば５年後の自分は想像しにくいかもしれませんが、

２０年後となると「自分はこんなふうになっていたい、こんなふうになけ

ればならないであろう」というのが想像できるのではないでしょうか。今回ご紹介する本は、その未来予想

図の実現のために参考にしていただきたい本です（この本は高校生向けに書かれたものですが、大学

生の皆さんにとっても十分に価値のある内容です）。�

　この本では最初の単元で「フリーターの落とし穴」について書かれてあります。卒業後、正社員では

なくフリーターになればどのような不利益を被るのか、どのような人がフリータ

ーになりやすいのか等々。卒業後フリーター希望の方がいれば、この部分だ

けでも構わないので是非読んでいただきたい単元です。ここを読んだだけでも、

皆さんのフリーターに対する見方が大きく変わってくるはずです。�

　この本は漫画の単行本サイズで、そんなに厚みのある本ではありません。

また定価７５０円でそんなに高価でもありません。ぜひ手にとっていただきたい

一冊です。（総務企画課　吉原裕一）�

あなたの“未来予想図”実現のため�
フリーター・ニートになる前に…�

　本学の開学は昭和40年。商大祭はその

翌年から開始され、今年で40回を数える。�

　本学黎明期の学生の手による新聞「岡

山商科大学新聞」第4号をひもとくと「学生

の参加が消極的」との指摘が早くも見える。

参加する学生と参加しない学生、両者の

微妙な均衡の中で、商大祭は着実に育ま

れてきた。学生の数だけの想いで彩られる、

商大祭。これからも新たな色彩を加えつつ、

絶え間な

く歩んで

いくに違

いない。�

商大祭�

編集後記�

●ご意見・ご感想等は、総務企画課学報担当まで�E－Mail／gakuho@po.osu.ac.jp
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イチオシ！

平成17年度�
学生懸賞論文の募集�
　岡山商科大学学会では学生の皆さんの
論文を募集しています。次の要項でふるっ
てご応募ください。�
●応募資格�
　大学院生の部…本学大学院生�
　学部学生の部…本学学部学生�
（4年生は単著に限る。１～３年生はグル
ープ執筆も可）�
●論題・テーマ／自由�
●様式／自由（図書館２階カウンターで過
去の受賞作を閲覧できます）�
●賞・副賞�
最優秀賞…副賞１０万円（各部から各１点）�
優 秀 賞…副賞３万円（各部から各１点）�
佳　　作…副賞１万円（若干数）�
●応募締切／平成１８年１月１３日（金）�
●提出場所�
　図書館２階カウンター「懸賞論文・応募箱」�
●その他�
応募論文は未発表で自作（自グループ作）
に限る。応募論文は返却しません。�

国際派を目指すあなたに�
ニュージーランド日本語教育�
アシスタントティーチャーを募集�
　本学はニュージーランドのワイアリキ工科
大学と協定を結び、日本語教師の助手とし
て日本語を教える学生を募集しています。
海外での生活を通じて、国際的視野を育み、
かつ行動力のある人材を養成することを目
的としています。詳細は教務課まで。�
１． 協定大学�
ワイアリキ工科大学（ニュージーランド・

ロトルア）�
２． 聴講できる科目�
協定大学の開講科目（英語コースのプ
ログラムも受講できます）。�

３． 授業料について�
（１）派遣期間中も授業料等の納付が必要

です。ただし、助成措置として施設整備
費を免除します。�

（２）協定大学での聴講料は必要ありません。�
４． 自己負担について�
渡航費及びホームステイの食事及び宿
泊費等の生活費が必要です。�

５． 派遣期間�
派遣期間は、原則１年間（後期定期試
験終了後、２月出発）とします。�

６． 派遣学生の資格�
全学部・全学科……全学年�

７． 選考方法�
書類審査と面接により派遣学生の決定
を行います。�

８． 出願期間�
平成１７年１０月１７日（月）～２８日（金）�

商大論叢�
四十周年記念号を発刊�
　岡山商科大学学会は本学創立４０年を

記念して、「岡山商大論叢─岡山商科大
学４０周年記念号─」を発刊しました。本文
４４８ページ、名誉教授を含めた１３名の本
学教員が執筆を担当し、濃紺クロス張りの
豪華装丁で記念号に相応しい内容となっ
ています。本書に関するお問い合わせは附
属図書館（０８６－２５６－６６５７）�
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　夏休みがあけて、キャンパスに
はにぎわいが戻ってきます。s今
年、40回を迎える商大祭。メモリ
アルイヤーです。委員長の林君に
は今の意気込みを文字にしてもら

いました。活気に満ちた楽しい商
大祭となることを期待します。s
毎年この時期は話題が少なく、記
事を埋めるのも一苦労ですが、今
年は多くの活動をお伝えできまし

た。s「情報アラカルト」には学
生生活をより豊に彩るための情報
が眠っています。まず“参加”し
てみてはどうでしょう（O）
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昨年参加した三岳未央さん（産四　写真中央）�


